
第1表　試験実施時期・合格発表時期・採用内定時期

（単位：県市）

6月,7月1
～7日

7月8
～14
日

7月
15～
21日

7月
22～
28日

平成22年度 65 3 19 26 17 0 52 11 0 1 － 17 47 1 0 4 42 2 1 1 6 9

平成23年度 66 3 21 25 17 0 54 10 0 1 0 20 45 1 0 7 41 2 1 1 5 9

平成24年度 66 21 3 26 16 0 56 8 0 2 0 22 44 0 0 8 48 0 1 1 2 6

平成25年度 67 10 16 17 24 0 57 8 0 2 0 21 46 0 0 7 51 0 1 0 2 6

平成26年度 68 7 19 29 13 0 57 9 0 2 1 18 49 0 0 6 54 0 2 0 2 4

平成27年度 68 7 17 25 19 0 57 9 0 2 1 19 48 0 0 7 54 1 2 0 1 3

平成28年度 68 5 19 23 21 0 57 9 0 2 0 20 48 0 0 7 53 2 2 0 1 3

平成29年度 68 11 22 19 16 1 57 8 1 2 0 24 44 0 0 10 50 2 2 0 1 3

平成30年度 68 14 21 16 17 1 57 9 1 2 0 25 43 0 0 10 48 3 3 0 1 3

(注) 1  1次試験実施時期について、筆記試験と面接試験、実技試験等の日程が異なる県市は筆記試験の日程としている。

また、平成30年度は3県市が6月に実施している。

 2　2次試験、3次試験を複数月にわたり実施している県市については、開始月を実施時期とした。

 3　採用内定時期を複数に分けている県市については、採用比率の一番高い（同比率の場合は最初の）時期を内定時期とした。
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第 2表-1 小学校の実技試験実施状況 
（単位：県市） 

区分 音楽 図画工作 水泳 水泳以外の体育 外国語活動 

平成26年度 

1 次 6 3 13 10 8 

2 次 39 3 33 41 13 

計 45 6 46 49 20 

平成27年度 

1 次 6 2 13 8 7 

2 次 40 4 31 40 14 

計 46 6 44 48 20 

平成28年度 

1 次 6 1 13 10 8 

2 次 39 4 30 39 17 

計 45 5 43 47 23 

平成29年度 

1 次 5 0 13 9 8 

2 次 39 3 31 39 19 

計 44 3 44 46 24 

平成30年度 

1 次 5 0 12 8 12 

2 次 39 3 30 38 21 

計 44 3 42 46 28 

（注）計については、実施した県市の実数である。 

 

 
 
第 2表-2 中学校・高等学校の実技試験実施状況 

（単位：県市） 

区分 理科 音楽 美術 書道 
保健 

体育 
技術 家庭 英語 農業 工業 商業 

平成 26年度 
中学校 15 68 64 1 68 39 48 66 - - - 

高等学校 8 39 39 23 53 - 31 55 11 13 9 

平成27年度 
中学校 15 68 65 1 68 39 49 68 - - - 

高等学校 8 42 35 23 53 - 35 56 12 13 9 

平成28年度 
中学校 15 67 65 1 68 42 50 68 - - - 

高等学校 8 42 35 20 52 - 38 54 12 14 9 

平成29年度 
中学校 16 67 65 1 68 42 50 68 - - - 

高等学校 8 41 36 20 52 - 34 56 11 14 10 

平成30年度 
中学校 16 68 64 0 68 40 49 68 - - - 

高等学校 7 35 38 17 51 - 37 56 11 14 8 

 



第2表-3　実技試験の実施状況
実技試験

小学校 中学校 高等学校

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ 理科 ○ ○

6  山形県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ 国語 ○ ○ 国語、社会、数学 ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 水産

13  東京都 ○ ○

14  神奈川県 ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○ 理科 ○ ○ ○ 看護

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国語、社会、数学 ○

22  静岡県 ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ 特別活動 ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 情報

27  大阪府 ○（3次） ○ ○ ○(3次) 工業実習（3次）

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ 情報

29  奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ 国語 ○ ○ 国語、社会、数学 ○ ○ 国語、数学

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ 国語 ○

32  島根県 ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○ 情報

35  山口県 ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 水産

52  横浜市 ○

53  川崎市 ○

54  相模原市 ○

55  新潟市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○ ○

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○ 情報

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○

67  熊本市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

68  豊能地区 ○ ○ ○ ○ ○

5 39 0 3 12 30 8 38 12 21 40 49 36 41

(5) (39) (0) (3) (13) (31) (9) (39) (8) (19) (42) (49) (38) (41)

46 28 542
合計

（注）1　合計については、実施した県市の実数である。（　）内は前年度の数値である。
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    　3　中学校における「各教科」とは、理科・音楽・美術・保健体育・技術・家庭・英語をいう。
       　高等学校における「各教科」とは、理科・音楽・美術・書道・保健体育・家庭・農業・工業・商業・福祉・英語をいう。
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第 3表-1 面接試験の実施状況 

(単位：県市) 

区分 

実施状況 実施方法 面接担当者への民間人起用 

1 次試験 

で実施 

2 次試験 

で実施 

1次2次 

両方で実施 

個人面接 

を実施 

集団面接 

を実施 

個人・集団 

両方を実施 

民間企業 

関係者 

臨床心理士・ 

ｽｸー ﾙｶｳﾝｾﾗー  
その他 計 

平成26年度 44 65 42 68 54 54 49 26 39 62 

平成27年度 43 65 41 68 54 54 49 26 40 62 

平成28年度 43 65 41 68 54 54 45 26 42 60 

平成29年度 42 65 40 68 50 50 44 28 44 60 

平成30年度 41 66 40 68 50 50 42 29 45 58 

(注) 「面接担当者への民間人起用」の計については、実施した県市の実数である。 

    

 



第3表-2　実施方法（面接）
面接

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 養護教諭 栄養教諭 計

個人 集団 個人 集団 個人 集団 個人 集団 個人 集団 個人 集団 個人 集団

1
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次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次
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3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

4  宮城県 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

21  岐阜県 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

32  島根県 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 * ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

42  長崎県 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

43  熊本県 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

47  沖縄県 ○ ○ * ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

55  新潟市 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○* ○ ○ ○* ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

64  広島市 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67  熊本市 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

68  豊能地区 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 65 2 31 28 1 10 65 2 32 28 1 8 58 3 27 27 1 7 53 3 27 27 1 10 65 2 32 27 1 4 42 1 23 17 0 41 66 3 11 65 3 32 28 1
(12) (64) (2) (31) (28) (1) (11) (64) (3) (32) (28) (1) (9) (56) (3) (27) (27) (1) (8) (53) (3) (27) (27) (1) (11) (64) (2) (32) (27) (1) (5) (42) (1) (24) (17) (0) (42) (65) (3) (12) (64) (3) (32) (28) (1)

2
次

区分

68 50 446168 50

1
次

68
合計

(50)

（注）1　合計については、実施した県市の実数である。（　）内は前年度の数値である。

   　 2  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。
　　   　特別支援学校教諭の募集を各部相当の学校種と同一の採用枠内で行っている場合は、各部相当の学校種に含めている。

(68)

57 45 68 4350

(34)(50)

3
次

68

(50)

50

      3　○は面接を1回、◎は2回以上実施したことを表す。

33

(68) (60) (44)(45) (68)(57)(44) (68) (50)(68)



第 4表-1 作文・小論文、模擬授業、場面指導、指導案作成、適性検査の実施状況 

（単位：県市） 

区分 作文・小論文 模擬授業 場面指導 指導案作成 適性検査 

平成 26 年度 48 54 38 15 46 

平成 27 年度 47 54 40 17 45 

平成 28 年度 49 55 39 17 43 

平成 29 年度 46 55 40 16 41 

平成 30 年度 46 53 40 16 40 

 
 



第4表-2　実施方法（作文・小論文、適性検査）
作文・小論文
小学校 中学校 高等学校 特別支援 養護教諭 栄養教諭 計

学校

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

3
次

1  北海道 ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12  千葉県 ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

18  福井県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県
25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○ ○ ○

28  兵庫県
29  奈良県
30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県
35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県
44  大分県
45  宮崎県 ○

46  鹿児島県 ○

47  沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

48  札幌市 ○

49  仙台市 ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○

52  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

53  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56  静岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

57  浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市
61  堺市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市
64  広島市
65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○

67  熊本市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

68  豊能地区
16 33 15 33 11 31 11 29 15 33 9 21 16 35 13 31 1

(15) (33) (14) (33) (10) (29) (10) (29) (14) (33) (8) (21) (14) (35) (12) (32) (1)

（注）1　合計については、実施した県市の実数である。（　）内は前年度の数値である。

   　 2  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。
　　   　特別支援学校教諭の募集を各部相当の学校種と同一の採用枠内で行っている場合は、各部相当の学校種に含めている。

区分

(41)(28)

45 41
合計

適性検査

(45)

46

(46)

46 4039 45 28

(39)(46) (39)(45)



第4表-3　実施方法（模擬授業、場面指導、指導案作成）
模擬授業 場面指導 指導案作成
小学校 中学校 高等学校 特別支援 養護教諭 栄養教諭 計 小学校 中学校 高等学校 特別支援 養護教諭 栄養教諭 計 小学校 中学校 高等学校 特別支援 養護教諭 栄養教諭 計

学校 学校 学校

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1
次

2
次

1  北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2  青森県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

3  岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

4  宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5  秋田県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

6  山形県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7  福島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8  茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9  栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

10  群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

11  埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○

12  千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

13  東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14  神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15  新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16  富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

17  石川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

18  福井県
19  山梨県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20  長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21  岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

22  静岡県 ○ ○ ○ ○

23  愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24  三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25  滋賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26  京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27  大阪府 ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次) ○(3次)

28  兵庫県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

29  奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30  和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○

31  鳥取県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

32  島根県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

33  岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

34  広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

35  山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

36  徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37  香川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

38  愛媛県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

39  高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40  福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

41  佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42  長崎県 ○ ○ ○ ○ ○

43  熊本県 ○ ○ ○

44  大分県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45  宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46  鹿児島県
47  沖縄県 ○ ○ ○ ○(3次) ○ ○ ○ ○ ○ ○(3次) ○ ○

48  札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49  仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50  さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51  千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

52  横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53  川崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

54  相模原市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55  新潟市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

56  静岡市
57  浜松市 ○ ○ ○ ○

58  名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59  京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

60  大阪市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

61  堺市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

62  神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

63  岡山市 ○ ○ ○ ○ ○

64  広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

65  北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

66  福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

67  熊本市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

68  豊能地区 ○ ○ ○ ○ ○

2 48 3 50 2 41 2 40 2 29 0 29 3 50 2 25 2 25 2 21 1 21 2 37 2 18 2 38 0 11 1 13 0 9 0 10 0 9 1 6 2 14

(2) (48) (3) (50) (2) (43) (2) (39) (2) (29) (0) (29) (3) (52) (2) (23) (2) (23) (2) (19) (1) (21) (2) (36) (2) (18) (2) (38) (0) (12) (1) (13) (0) (10) (0) (10) (0) (10) (1) (7) (2) (14)

9104031 11 1439 2023 2253

(16)

   　 2  中学校・高等学校教諭の募集を同一の採用枠内で行っている場合は中学校に含めている。
　　   　特別支援学校教諭の募集を各部相当の学校種と同一の採用枠内で行っている場合は、各部相当の学校種に含めている。

(38) (20)

27 27

(31)

（注）1　合計については、実施した県市の実数である。（　）内は前年度の数値である。

(53) (45) (41)(50)

合計
50

(8)(10)

7

(12)(40)(55) (10) (10)

16

(29) (25) (25) (21) (14)(22)

53 43 42

区分

929



第 5表-1 特定の資格や経歴等をもつことによる試験免除の実施状況 

（単位：県市） 

区分 英語の資格 
スポーツ・芸術

の技能や実績 
国際貢献 

活動経験 

民間企業等 

勤務経験 

教職経験 

（現職教員含む） 
左記以外 計 

平成26年度 17 10 9 10 35 39 49 

平成27年度 19 9 12 12 40 39 51 

平成28年度 19 7 13 14 38 41 49 

平成29年度 20 7 13 14 39 41 50 

平成30年度 16 7 12 12 39 40 51 

(注) 1  一部試験に替え、小論文等の代替試験を課している県市も含む。 

     2  計については、実施した県市の実数である。 

 
 



第5表-2　特定の資格や経歴等をもつことによる一部試験免除
特定の資格や経歴等をもつことによる一部試験免除

試
験
免
除
の
た
め

の
資
格
や
経
歴
等

英
語
の
資
格

情
報
処
理
に
関
す

る
資
格

ス
ポ
ー

ツ
・
芸
術

で
の
技
能
や
実
績

国
際
貢
献
活
動
経

験 民
間
企
業
等
勤
務

経
験

教
職
経
験

う
ち
臨
任
含
む

う
ち
講
師
含
む

う
ち
非
常
勤
含
む

前
年
度
採
用
候
補
者

名
簿
登
載
者

前
年
度
第
1
次

(

2

次

）
試
験
合
格

その他

1 北海道 ○ ○ ○ ○ ○ ○
会計資格、日高、宗谷、根室管内のいずれかの管内
に限って勤務できる者

2 青森県 ○ ○ ○

3 岩手県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

4 宮城県

5 秋田県 ○ ○ ○ ○ 直近3年の講師登録歴

6 山形県

7 福島県 ○ ○ ○

8 茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9 栃木県 ○

10 群馬県 ○ ○ ○

11 埼玉県 ○

12 千葉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 前々年度又は前年度名簿登載者

14 神奈川県

15 新潟県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
技術士（機械部門）（電気電子部門）
新潟県内の教職大学院を、平成30年３月31日までに
修了見込みの者。

○

16 富山県 ○ ○ ○

17 石川県

18 福井県 ○ ○ ○ ○ ○

・前年度の試験結果が基準に達しており、「講師等
の条件」を満たす者
・教職大学院２年在学者で、前年度又は前々年度の
試験を受験し、そのうち直近の試験において免除条
件を満たす者で、専修免許状を平成３０年３月３１日
までに取得見込の者。

○

19 山梨県 ○

20 長野県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 岐阜県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
現在、教職大学院に在学中の者で、教職大学院修
了予定者

22 静岡県 ○ ○ ○ ○

23 愛知県

24 三重県 ○

25 滋賀県 ○ ○ ○ ○

大学推薦
直近5年間のうち、本県内において、出願する校種と
同一の校種で３年（36月）以上常勤の講師として任
用された経験を有する人

○

26 京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 大阪府 ○ ○ ○
教員チャレンジテスト対象者、大学等推薦者、大阪
教志セミナー修了者

○

28 兵庫県 ○ ○ ○
常勤臨時講師、非常勤講師、看護師経験者、前々
年度1次試験免除者

○

29 奈良県 ○

30 和歌山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 鳥取県 ○ ○ ○

32 島根県 ○ ○ ○

33 岡山県

34 広島県 ○ ○ ○

35 山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

36 徳島県 ○ ○ ○

37 香川県 ○ ○ ○

38 愛媛県 ○

39 高知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

40 福岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 長崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

43 熊本県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

44 大分県 ○ ○ ○

45 宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 前年度補欠者

46 鹿児島県 ○ ○ ○

47 沖縄県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

一
部
試
験
免
除

特
定
の
資
格
や
経
歴
等

に
よ
る
加
点
制
度



特定の資格や経歴等をもつことによる一部試験免除

試
験
免
除
の
た
め

の
資
格
や
経
歴
等

英
語
の
資
格

情
報
処
理
に
関
す

る
資
格

ス
ポ
ー

ツ
・
芸
術

で
の
技
能
や
実
績

国
際
貢
献
活
動
経

験 民
間
企
業
等
勤
務

経
験

教
職
経
験

う
ち
臨
任
含
む

う
ち
講
師
含
む

う
ち
非
常
勤
含
む

前
年
度
採
用
候
補
者

名
簿
登
載
者

前
年
度
第
1
次

(

2

次

）
試
験
合
格

その他

一
部
試
験
免
除

特
定
の
資
格
や
経
歴
等

に
よ
る
加
点
制
度

48 札幌市 ○ ○ ○ ○ ○ ○
簿記、税理士、公認会計士、情報処理技術者試験、
基本情報技術者試験合格者

49 仙台市 ○ ○ ○

50 さいたま市 ○ ○

51 千葉市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 横浜市 ○ ○ ○

53 川崎市

54 相模原市

55 新潟市 ○

56 静岡市 ○ ○ ○ ○ 前年度補欠者 ○

57 浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

58 名古屋市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

59 京都市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 中・高 理科・数学受験者 ○

60 大阪市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
前年度大阪市教師養成講座を修了した人
中学校　数学、理科、技術、英語
大学推薦

○

61 堺市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

62 神戸市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 中学校 理科・数学・技術 大学推薦 ○

63 岡山市

64 広島市 ○ ○ ○

65 北九州市

66 福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

67 熊本市 ○ ○ ○ ○ ○ ○

68 豊能地区 ○ ○

51 16 4 7 12 12 39 22 24 21 5 33 15 37

(50) (20) (2) (7) (13) (14) (39) (25) (28) (22) (7) (30) (15) (31)

(注) （　）内は前年度の数値である。



第 6表-1 特別の選考の実施状況 
（単位：県市） 

区分 

特別の選考

を実施した

県市の数 

特 別 の 選 考 の 実 施 内 容 
障害の 

ある者 英語の 

資格 

スポーツ 

・芸術 

国際貢献 

活動経験 

民間企業等 

勤務経験 
教職経験 

（現職教員含む） 
「教師養成

塾」生 

大学院進学・修

了希望者 
左記以外 

平成 26 年度 62 (30) 16 (3) 34 (5) 16 (1) 40 (25) 36 10 6 27 (4) 67 

平成 27 年度 63 (34) 19 (4) 36 (6) 15 (0) 40 (29) 36 10 6 26 (5) 67 

平成 28 年度 62 (34) 17 (3) 39 (8) 15 (0) 42 (26) 38 10 6 42 (15) 67 

平成 29 年度 64 (34) 15 (2) 39 (8) 15 (1) 42 (28) 39 9 7 41 (12) 67 

平成 30 年度 64 (36) 22 (3) 39 (9) 17 (1) 42 (27) 42 9 7 46 (12) 66 

(注)  （ ）内は特別免許状を活用した選考を実施している県市の実数（内数）である。 

 

図 1 特別の選考の実施状況推移 
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第6表-2　特別の選考　

1 北海道 ○ ○ ○ ○ 無線通信士、海技士

2 青森県 ○ ○ ○ ○

3 岩手県 ○ ○ ○ ○ 特定教科特別選考

4 宮城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 地域枠

5 秋田県 ○ ○ ○
栄養教諭特別選考（任用換）
教職大学院特別選考

6 山形県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

7 福島県 ○ ○ ○ ○ ○

8 茨城県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 大学等推薦特別選考

9 栃木県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

若手人材を対象とする一部試験を
免除した選考
特別支援学級担当等の経験により
一部試験を免除した選考

10 群馬県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 埼玉県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
大学推薦特別選考（特例）
大学推薦特別選考

12 千葉県 ○ ○ ○ ○ 特定教科特別選考

13 東京都 ○ ○ ○ ○ ○ ○

14 神奈川県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 社会人経験者　ウ

15 新潟県 ○ ○ ○

16 富山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 特別選考　特定資格

17 石川県 ○ ○ ○ ○ ○
教育職員普通免許状（看護）を有し
ない看護受験者を対象とした選考

18 福井県 ○ ○ ○ ○

教育エキスパート特別選考①専門
教育分野
教育エキスパート特別選考②英語
教育分野

19 山梨県 ○ ○ ○ ○ ○

20 長野県 ○ ○ ○

発達障がい児童生徒特別支援のた
めの選考
博士号取得者を対象とした選考
補欠合格者を対象とした選考
大学推薦選考

21 岐阜県 ○ ○ ○ ○ 多文化共生特別選考

22 静岡県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ポルトガル語・スペイン語が堪能な
者を対象とした選考
医療機関等での勤務経験を有する
者を対象とした選考
身体障害者特別選考
博士号を取得した者を対象とした選
考

23 愛知県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

外国語（ポルトガル語、スペイン語、
中国語、フィリピノ(タガログ)語）堪
能者選考
昨年度の補欠者に対する特別選考
介護理由退職者特別選考
大学推薦特別選考
教職大学院修了見込者、特別支援
教育担当

24 三重県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 滋賀県 ○ ○ ○ ○ 社会人特別選考

26 京都府 ○ ○ ○ ○ ○ ○
ｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄ特別選考
大学推薦特別選考

27 大阪府 ○ ○ ○

28 兵庫県 ○ ○

29 奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 和歌山県 ○ ○ ○ ○ 博士号取得者特別選考
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施
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実
施
状
況

特別の選考の実施
英
語
の
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格
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31 鳥取県 ○ ○ ○ ○

32 島根県

33 岡山県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

特別選考Ｃ［講師経験者を対象とし
た特別選考］
特別選考G［理数系教員養成拠点
構築プログラム］修了者を対象とし
た特別選考
小学校（地域枠）／中学校（地域
枠）／養護教諭（地域枠）

34 広島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

グローバル人材を対象とした特別
選考【教職経験者（英語）】
グローバル人材を対象とした特別
選考【外国人留学生等】

35 山口県 ○ ○ ○ ○ ○ ○
教職大学院修了見込者特別選考
博士号取得者特別選考

36 徳島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 香川県 ○ ○ ○ ○ 実習助手・寄宿舎指導員

38 愛媛県 ○ ○ ○ 講師等特別選考

39 高知県 ○ ○ ○ ○

40 福岡県 ○ ○ ○ 教職大学院修了予定者

41 佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○

42 長崎県 ○ ○ ○

43 熊本県 ○ ○

44 大分県 ○ ○ ○

45 宮崎県 ○ ○ ○ ○

46 鹿児島県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

47 沖縄県 ○ ○ ○
特定の資格を有する者を対象とし
た特別選考

48 札幌市 ○ ○ ○

49 仙台市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 仙台市退職者特別選考

50 さいたま市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
小学校大学推薦特別選考
特別支援教育特別選考

51 千葉市 ○ ○ ○ ○ 特定教科特別選考

52 横浜市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 大学推薦特別選考

53 川崎市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 医療資格、臨床心理士

54 相模原市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 医療資格、臨床心理士

55 新潟市 ○ ○ ○ ○ ○ 教職大学院特別選考

56 静岡市 ○ ○ ○ ○ ○ 前年度補欠者を対象とした選考

57 浜松市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
バイリンガル選考
発達支援推進教員選考

58 名古屋市

59 京都市 ○ ○ ○ ○ ○
フロンティア特別選考
理数工

60 大阪市 ○ ○

61 堺市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 大学等推薦選考

62 神戸市
63 岡山市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 理科教育推進の特別選考

64 広島市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

グローバル人材を対象とした特別
選考【教職経験者（英語）】
グローバル人材を対象とした特別
選考【外国人留学生等】

65 北九州市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教職大学院修了者特別選考

66 福岡市 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 教職大学院修了者特別選考

67 熊本市

68 豊能地区 ○ ○ ○ ○ ○ 大学等推薦者対象の選考

64 22 39 17 42 42 25 24 17 9 7 12 42

(64) (15) (39) (15) (42) (39) (21) (23) (16) (9) (7) (10) (37)

(注)（　）内は前年度の数値である。

合　　計



第 7表 大学院在学者・進学者に対する特例 
（単位：県市） 

区分 
特例を実施し

た県市の数 

特 例 の 実 施 内 容 

一部試験

免除 

 
特別の選

考 

 
名簿登載

延長 

 

教職大学

院のみ 

教職大学

院のみ 

教職大学

院のみ 

平成26年度 45 1 (0) 6 (0) 38 (7) 

平成27年度 52 3 (0) 5 (0) 44 (5) 

平成28年度 57 3 (0) 4 (0) 50 (4) 

平成29年度 65 3 (0) 7 (1) 55 (5) 

平成30年度 67 3 (0) 7 (1) 57 (5) 

(注)  「教職大学院のみ」欄は、特例の適用を教職大学院のみに限定している県市の実数（内数）である。 

 

 

 

 

第 8表-1 年齢制限 
 

＜基本的年齢制限＞                          （単位：県市） 

 制限なし 51～58 歳 41～50 歳 36～40 歳 35 歳以下 

平成 26 年度 18 1 22 27 0 

平成 27 年度 21 1 23 23 0 

平成 28 年度 25 1 24 18 0 

平成 29 年度 28 1 24 15 0 

平成 30 年度 32 1 26 9 0 

 
＜年齢制限の緩和＞                        （単位：県市） 

 

教職経験者に対する緩和 その他の要件による緩和 

正規教員

経験者 

常勤講師

経験者 

非常勤講

師経験者 

民間企業

等勤務 

国際貢献

活動経験 
その他 

平成 26 年度 30 21 13 16 5 14 

平成 27 年度 28 20 13 15 2 17 

平成 28 年度 25 18 11 15 3 15 

平成 29 年度 24 17 11 14 3 18 

平成 30 年度 20 13 6 11 2 9 

 



第8表-2　基本的年齢制限

区分 区分

県市名

制
限
な
し

5
1
～

5
8
歳

4
1
～

5
0
歳

3
6
～

4
0
歳

3
0
～

3
5
歳

満
年
齢

(

以
下

) 県市名

制
限
な
し

5
1
～

5
8
歳

4
1
～

5
0
歳

3
6
～

4
0
歳

3
0
～

3
5
歳

満
年
齢

(

以
下

)

1 北海道 ○ 48 札幌市 ○ ３９

2 青森県 ○ 49 仙台市 ○

3 岩手県 ○ ４９ 50 さいたま市 ○ ５８

4 宮城県 ○ 51 千葉市 ○ ○

5 秋田県 ○ ４５ 52 横浜市 ○

6 山形県 ○ 53 川崎市 ○

7 福島県 ○ ４５ 54 相模原市 ○

8 茨城県 ○ ４４ 55 新潟市 ○

9 栃木県 ○ ４４ 56 静岡市 ○

10 群馬県 ○ 57 浜松市 ○

11 埼玉県 ○ ５０ 58 名古屋市 ○ ４９

12 千葉県 ○ ○ 59 京都市 ○ ４４

13 東京県 ○ ３９ 60 大阪市 ○ ４５

14 神奈川県 ○ 61 堺市 ○

15 新潟県 ○ 62 神戸市 ○ ４５

16 富山県 ○ 63 岡山市 ○ ４４

17 石川県 ○ ４９ 64 広島市 ○

18 福井県 ○ 65 北九州市 ○ ○

19 山梨県 ○ ３９ 66 福岡市 ○ ４０

20 長野県 ○ 67 熊本市 ○

21 岐阜県 ○ 68 豊能地区 ○ ４５

22 静岡県 ○ 1 26 9 0
23 愛知県 ○ (1) (24) (15) (0)

24 三重県 ○

25 滋賀県 ○ ４９

26 京都府 ○ ４９

27 大阪府 ○ ４５ （注） 1　 （  ）内は前年度の数値である。

28 兵庫県 ○ ４９ 2　年齢は平成29年度末時点

29 奈良県 ○ ３９

30 和歌山県 ○ ※昨年度から変更のあった県市

31 鳥取県 ○ ４９

32 島根県 ○

33 岡山県 ○

34 広島県 ○ 12 千葉県 →

35 山口県 ○ ４９ 40 福岡県 →

36 徳島県 ○ ３９ 41 佐賀県 →

37 香川県 ○ ４４ 44 大分県 →

38 愛媛県 ○ ３９ 51 千葉市 →

39 高知県 ○ ４９ 65 北九州市 →

40 福岡県 ○ ○

41 佐賀県 ○ ４９ ○

42 長崎県 ○ ４４

43 熊本県 ○ ４９

44 大分県 ○ ５０ ○

45 宮崎県 ○ ４０

46 鹿児島県 ○ ４０

47 沖縄県 ○ ４５

３９ ４９

４０ ５０

４０ なし

４０ なし

県市名
受験可能な志願者
の満年齢（以下）

<平成29年度末時点>

４０

４０

なし

なし

受験可能な年齢の上限 昨
年
度
か
ら
の
変
更

受験可能な年齢の上限 昨
年
度
か
ら
の
変
更

合計
32

－
6

(28)
36

(5)
(40)



第 9表 採用選考の内容・基準の公表 
                             （単位：県市） 

区分 試験問題の公表 解答の公表 配点の公表 
採用選考基準 

の公表 

成績の本人 

への開示 

平成 26 年度 68 68 68 68 68 

平成 27 年度 68 68 68 68 68 

平成 28 年度 68 68 68 68 68 

平成 29 年度 68 68 68 68 68 

平成 30 年度 68 68 68 67 68 

(注) 一部公表及び開示請求による開示を含む。 
※採用選考基準の公表を行っている 67 県市のうち、選考基準を全て公表しているのは以下の 53 県市 

北海道、青森県、宮城県、秋田県、山形県、福島県、茨城県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、新潟県、富山県、

石川県、福井県、山梨県、長野県、岐阜県、静岡県、愛知県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、岡山県、山口県、

徳島県、香川県、愛媛県、高知県、福岡県、長崎県、熊本県、大分県、鹿児島県、札幌市、仙台市、さいたま市、千葉

市、横浜市、川崎市、相模原市、静岡市、浜松市、名古屋市、京都市、大阪市、堺市、岡山市、広島市、北九州市、福

岡市、熊本市、豊能地区 



小学校教員採用における　外国語活動に関する取組

あ
り

な
し

1
次

2
次

1 北海道 ○ ○ ○ ○

2 青森県 ○

3 岩手県 ○ ○

4 宮城県 ○ ○ ○

5 秋田県 ○ ○

6 山形県 ○ ○

7 福島県 ○ ○ ○ ○

8 茨城県 ○ ○ ○

9 栃木県 ○ ○ ○ ○

10 群馬県 ○

11 埼玉県 ○ ○ ○

12 千葉県 ○

13 東京都 ○ ○ ○ ○

14 神奈川県 ○

15 新潟県 ○ ○ ○ ○

16 富山県 ○ ○ ○

17 石川県 ○ ○

18 福井県 ○ ○ ○ ○

19 山梨県 ○ ○ ○

20 長野県 ○ ○

21 岐阜県 ○ ○

22 静岡県 ○ ○ ○

23 愛知県 ○ ○ ○

24 三重県 ○ ○ ○ ○ ○

25 滋賀県 ○ ○ ○ ○

26 京都府 ○

27 大阪府 ○ ○ ○

28 兵庫県 ○ ○ ○

29 奈良県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

30 和歌山県 ○

31 鳥取県 ○ ○ ○

32 島根県 ○

33 岡山県 ○ ○ ○

34 広島県 ○ ○ ○

35 山口県 ○

36 徳島県 ○ ○ ○ ○

37 香川県 ○ ○

38 愛媛県 ○ ○ ○

39 高知県 ○ ○ ○

40 福岡県 ○ ○ ○ ○ ○

41 佐賀県 ○ ○ ○ ○ ○ ○

42 長崎県 ○ ○ ○ ○

43 熊本県 ○ ○ ○ ○

44 大分県 ○ ○ ○

45 宮崎県 ○ ○ ○ ○ ○

46 鹿児島県 ○ ○ ○ ○

47 沖縄県 ○ ○ ○ ○

英語の資格による優遇措置

特別選考 加点
免除・特別選考・
加点の何らかの
措置を実施

外国語・外国語活動

筆記試験
区分

実技試験

一部試験免除



あ
り

な
し

1
次

2
次

英語の資格による優遇措置

特別選考 加点
免除・特別選考・
加点の何らかの
措置を実施

外国語・外国語活動

筆記試験
区分

実技試験

一部試験免除

48 札幌市 ○ ○ ○ ○

49 仙台市 ○ ○ ○

50 さいたま市 ○ ○ ○

51 千葉市 ○

52 横浜市 ○ ○ ○

53 川崎市 ○

54 相模原市 ○

55 新潟市 ○ ○ ○ ○

56 静岡市 ○ ○ ○

57 浜松市 ○ ○ ○

58 名古屋市 ○ ○ ○ ○

59 京都市 ○ ○ ○

60 大阪市 ○ ○ ○

61 堺市 ○ ○ ○

62 神戸市 ○ ○ ○

63 岡山市 ○

64 広島市 ○ ○ ○

65 北九州市 ○ ○

66 福岡市 ○ ○

67 熊本市 ○

68 豊能地区 ○ ○

68 0 12 21 7 10 33 44
(53) (15) (8) (19) (6) (3) (26) (34)

（　）内は昨年度の数値
※「筆記試験」については、昨年度調査では「外国語活動」に関する筆記試験の実施状況
を聞いていたが、今回調査から、専門試験等において「外国語活動」について出題している
場合、教養試験等において外国語の出題をしている場合のいずれも含めて実施状況を聞
いている。

合計
28
(24)
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